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テセウス・チャン  Theseus Chan

技術と人間の力を合わせて

印刷の新たなプロジェクトは、い
つでもエキサイティングです。
　今日の印刷技術は既に大きな
発達を遂げていますが、まだまだ
進化することができると思います。
特に、人が手を動かすことと印刷
技術が融合することで、新しいも
のを生み出すことができると考え
ています。私はいつもワクワクし
ながら、機械やコンピュータだけ
ではなく、人間の手や目、心を使っ
て作品を生み出しています。

デジタル情報が無限の深みへ

私のテーマは「カラーノイズ」で
す。デジタル情報は、石膏やセメ
ントのように自由で、何かを形作
ることもできれば、何かをつくるた
めの型を取ることもできます。コン
ピュータ上でデジタル情報を石膏
のように扱いながら、有機物のよ
うに手で触れられるような作品を
目指しました。
　作品は、ミキサーでジュースを
つくるように、何年にもわたって制
作してきた私の作品をコンピュー
タに放り込んでリミックスしたもの
です。カラフルで強くて騒 し々い中
に、私の過去の作品の断片が無限
の深みとなって層を形成し、何層に
もまたがって印刷されています。
　最初にグラフィック情報が、次に
印刷の情報が来るこの作品では、
印刷の層も大きな要素となりま
す。PDの尾河さんにも印刷側とし
て様々なレイヤーを試してもらうこ
とで、さらに可能性が無限に広が
り、面白い作品になったのではな
いかと思います。

黒の深みと色の飽和を求めて

私は濃い黒が好きです。強い黒
には、絵の具で塗ったような層が
感じられ、面白いコントラストを見
せてくれます。この黒の魅力的な
力と描写力を、私はオフセット印
刷やインクジェットで実現したい
といつも考えています。
　実は最近発表した雑誌『WERK 

No.26』でも黒インキの実験をしま
した。何回刷りまで可能か、印刷
したてのような発色を得られるか
どうか、色の飽和について検証し
たのです。その実験では、印刷と
乾燥を限界まで繰り返して刷り重
ねました。そして今回のトライアル
でも黒の深みに挑戦しています。
　印刷の常識の範囲を超える実
験は時々想像を超えた結果をも
たらし、将来活用できる可能性を
示してくれます。

未知数の用紙に挑戦

この実験で、重要な要素となった
のが用紙です。タイベック®は工
業製品で、美術印刷において一
般的に知られてはいません。それ
だけに、このトライアルを非常に
難しいものにしたいという私の狙

いに合致した材料でした。
　良い紙に印刷すれば、良い結
果が得られます。敢えて理想的で
はない工業的な用紙を用いて、非
常に洗練された印刷技術で挑戦
することは、非常に説得力のある
結果をもたらしてくれるだろうと期
待していますし、タイベック®という
素材にも意味のある素晴らしい
実験になると信じています。

トライアルを振り返って

最初のテストの結果を受け取っ
た時、私はとても感銘を受けまし
た。これほど技術的な情報量が
多くて詳しいものは、そうそう見る
ことはできません。
　なによりも色が気に入りました。
タイベック®のような工業的な用紙
でも、これほど鮮やかな発色が得
られることに驚きましたし、その事
実にとても元気づけられました。
　今回の実験は私にとって一つ
の挑戦でもあります。良い結果に
結びつくかどうかわからない馴
染みのないものに取り組むのは
難しい。今回の試みは、私が馴染
みのない領域に進んでいけるよ
う後押ししてくれそうな気がして
います。

尾河 由樹  Yuki Ogawa

Printing Director

私にとってデジタルグラフィックデータは有機物のようなものです。
ミキサーに有機物が放り込まれ、その中で動きをとめた無限の深みの中へと崩れ、崩壊してゆく、
そんなカラフルな抽象映像が生まれるさまを想像しました。
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2-1 黒インキの開発

特殊な用紙における黒の存在感をより強く表現する方
法を探求。黒をより黒く発色させるためのインキ開発
と、複合的な印刷方式による重層感の創出を試みた。

•   インキメーカーの協力を得て、カーボン（黒さの原料）
量を限界値まで引き上げた「スペシャルスミ」の開発

•   重ね刷り効果を検証（1～6度刷り）

•   スペシャルスミは黒さが増し、濡れたような質感が得
られた。どちらのインキも重ね刷りの効果はあった
が、4度刷り以降は目に見える効果は少なくなった。

2-2 黒の奥行きと質感の追求

黒の奥行きと質感を求め、
オフセット印刷の墨の上に
UVインクジェットを刷り重
ねる実験を行った。

•   オフセット印刷のみ：しっとりとした質感の中に、タイ
ベック®特有の和紙の繊維のような模様が浮かび上
がった。

•   オフセット印刷＋インクジェット：紙のテクスチャーが
消え、インクジェット特有の物質感が重なって、有機的
な重層感が生じた。

1-2 下地作りで発色を強める

効果をさらに強めるため、白の下地を試した。また、ス
ミだけでなくCMYの2度刷りにもチャレンジした。
※1-1の結果を受けて、スミは全て2度刷り

•   白の下地も、CMYの2度刷りも高い効果が得られた。
最終作品ではカレイドインキと蛍光インキ各々の個性
を補色として活用することにした。

1-1 高彩度インキの比較

建築資材、医療用包材、化学防護服、農業および工業
用資材として使われている不織布“タイベック®”を用
紙として採用。印刷適性が未知数の素材でより鮮や
かな発色を得るため、インキの種類と刷り方を検証し
た。あわせて色を相対的に際立たせる黒の重ね刷り
表現の検証も行った。

•   カレイドインキも蛍光インキも、いずれもプロセスイン
キに比べて高い彩度が得られた。黒は２度刷りの方
が黒の深みが増して対比効果が認められた。

　 色彩の鮮やかさを追求する

•   タイベック®でどこまで「鮮やかさ」が出るか追求する。
タイベック®とは？  ポリエチレンの繊維をランダムに積層し、熱と圧力だけで結合させた不織布です。

　  黒の表現を追求する

•   タイベック®でどこまで「黒」が表現できるか追求する。

1 2

プロセスインキ

カレイドインキ（広演色インキ）

蛍光インキ

カレイドインキ（下地あり）

蛍光インキ（下地あり）

1度刷り　　2度刷り　　3度刷り　　4度刷り　　5度刷り　　6度刷り

スペシャルスミ3度刷り

プロセススミ

スペシャルスミ

インクジェット版データ

1度刷り　　2度刷り　　3度刷り　　4度刷り　　5度刷り　　6度刷り

スペシャルスミ3度刷り＋インクジェットあり

カレイドインキ（スミ2度刷り）

蛍光インキ（スミ2度刷り）

カレイドインキ
（下地あり・CMY2度刷り）

蛍光インキ
（下地あり・CMY2度刷り）

トライアルのストーリー
Trial Process

トライアル意図

トライアル内容

結果

結果を受けて
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8：カレイドC

9：カレイドM

10：カレイドY

11：スペシャルスミ1

12：スペシャルスミ2

13：スミ（シルク）

1：オペークホワイト

2：特色銀

3：カレイドC

4：蛍光ピンク

5：蛍光Y

6：蛍光オレンジ

7：蛍光グリーン

8：カレイドM

9：カレイドY

10：スペシャルスミ1

11：スペシャルスミ2

12：スペシャルスミ3

13：特色銀

14：スミ（シルク）

1：オペークホワイト

2：カレイドC

3：蛍光ピンク

4：蛍光Y

5：蛍光オレンジ

6：蛍光グリーン

7：カレイドC

1 W
 印刷方式［色数］ 表面UVオフセット印刷［13］＋スクリーン印刷［1］
  裏面UVオフセット印刷［13］＋スクリーン印刷［1］
 スクリーン AM175線
 用紙 タイベック®1082D 105.0g/㎡

2 E
 印刷方式［色数］ 表面UVオフセット印刷［12］＋スクリーン印刷［1］
  裏面UVオフセット印刷［12］＋スクリーン印刷［1］
 スクリーン AM175線
 用紙 タイベック®1082D 105.0g/㎡

裏面にも同絵柄を印刷 裏面にも同絵柄を印刷
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8：カレイドM

9：カレイドY

10：スペシャルスミ1

11：スペシャルスミ2

12：特色銀

1：オペークホワイト

2：カレイドC

3：蛍光ピンク

4：蛍光Y

5：蛍光オレンジ

6：蛍光グリーン

7：カレイドC

8：カレイドM

9：カレイドY

10：スペシャルスミ1

11：スペシャルスミ2

12：特色銀

13：ホワイト（シルク）

1：オペークホワイト

2：カレイドC

3：蛍光ピンク

4：蛍光Y

5：蛍光オレンジ

6：蛍光グリーン

7：カレイドC

3 R
 印刷方式［色数］ 表面UVオフセット印刷［12］＋スクリーン印刷［1］
  裏面UVオフセット印刷［12］＋スクリーン印刷［1］
 スクリーン AM175線
 用紙 タイベック®1082D 105.0g/㎡

4 K
 印刷方式［色数］ 表面UVオフセット印刷［12］
  裏面UVオフセット印刷［12］
 スクリーン AM175線
 用紙 タイベック®1082D 105.0g/㎡

裏面にも同絵柄を印刷 裏面にも同絵柄を印刷
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8：カレイドM

9：カレイドY

10：スペシャルスミ1

11：スペシャルスミ2

12：特色銀

1：オペークホワイト

2：カレイドC

3：蛍光ピンク

4：蛍光Y

5：蛍光オレンジ

6：蛍光グリーン

7：カレイドC

かし蛍光インキは不透明インキな
ので、先に印刷した色を隠してしま
う傾向がある。そこで今回は蛍光
インキの上に、透明インキでかつ、
色域が広く、彩度が高い広演色イ
ンキのカレイドインキを印刷するこ
とを提案。双方の刷り順を変えて、
発色のバリエーションをつくった。

　黒インキの調合

今回使用した黒インキは、配合す
るカーボン（黒の顔料）を限界量ま
で増やすため、顔料を厳選して調
合した特製インキ。より強い黒を
出すための挑戦だった。この特製
インキを用いて、データの繊細な
調子や豊かな表情を再現するた
めに、1点ずつきめ細かく設計して
いる。

　 発色を考えた版構造

色ごとに基本版に補色版を組み
合わせて設計した。

　 加工

スクリーン印刷で手触り、質感など
触感的な面白さを加味。日本の印
刷技術の紹介に努めた。

印刷用紙としてはあまり知られて
いないタイベック®で、いかに鮮や
かな発色を実現するかが最大の
課題だった。テセウスさんの緻密
に作り込まれたデータの持ち味を
十分に活かせるように、実験で紙
の性質を見極めながら版を設計し
た。中でも印刷インキの色が極端
に沈むことの攻略がトライアルの
課題となった。
　また、このトライアルを通じて日
本の印刷技術や方法論をできる
だけ紹介して、テセウスさんに体験
していただけるアプローチを積極
的に試みた。

　 版の構造

4色印刷では一般的に、インキ膜
厚が薄い順から印刷するため、通
常はスミが最初に印刷される。し
かし今回は「強い黒をつくる」こと
が課題なので、スミの発色を妨げ
ないよう、基本のCMY、補色版を全
て印刷し終えてから、スミ版と骨版
（黒を強くするための硬い調子のスミ

版）を最後に続けて印刷している。

　発色の追求（版の構成）

印刷物の発色を向上させる方法
の一つとして、蛍光インキを用いる
ケースがある。この場合、通常は
補色版として最後に印刷する。し

Production notes
作品づくりのポイント

当初は下地となるインキを変えることで発
色に差を出すことを狙ったが、タイベック®
の場合は下地を変えても発色の変化が少
なかったため、インキの刷り順の工夫をした
方が鮮やかな発色になると判断。色の重
ね刷りを基本設計とした。

赤・オレンジ：主版は蛍光インキ（ピンク、
黄）。調子版で蛍光オレンジとカレイドイ
ンキをのせ、発色をより鮮やかにした。

グリーン：蛍光インキによる主版に、さらに
蛍光グリーンをコントラストの強い調子版
でのせ、色を際立たせた。

グラデーション：カレイドインキ3色（C・
M・Y）で、色の変化量が大きく、幅の広い
グラデーション版を各色作成。鮮やかさ
を強調した。

蛍光→カレイド：
発色が鮮やかで
ニスのような効果
が出現。

カレイド→蛍光：
タイベック®特有の
和紙状の繊維の
表情が出現。

通常の刷り順 今回の刷り順

5 T
 印刷方式［色数］ 表面UVオフセット印刷［12］
  裏面UVオフセット印刷［12］
 スクリーン フェアドット
 用紙 タイベック®1082D 105.0g/㎡
 ※タイベック®は、米国デュポン社の商標もしくは登録商標です。

裏面にも同絵柄を印刷
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